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第68回県美術展 (県展、主催は同展運営委員会ヽ共催

:県 0県教育委員会・信州美術会・県市長会 0県町村

)が26日、松本市中未4の国市美術館で始まうo八賞

入選作と審査外の作品 (審査員の作品な
-0を

合わ言

652点を7月 3日.ま で展示する (6月 27日は休み)`

第二種郵便物認可

日本画・洋画・彫刻・工芸の4部門を合わせた今回の応

募数は733点で、1前回よりも32点少なかつたo審査は6

月21日 と22日 に行しヽ、入選作598点 (うち入軍作35鶯

を決めた。主な入賞作や今回の全体的な傾向について、

各部門の審査長に評してもらった。   し (敬称略)
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ヽ
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築
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れ
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「特
春
」
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滴
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中
村

敬
而
ら
の
作
品
。
今
後
の
活
躍
を
期
待
し
た
い
。
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